
菊草

　
薩
摩
藩
が
琉
球
を
制
圧
し
、
大

島
・
徳
之
島
・
喜
界
島
・
沖
永

良
部
島
・
与
論
島
を
直
轄
地
と

す
る

　
徳
之
島
奉
行
を
置
き
、
徳
之
島
・

沖
永
良
部
島
・
与
論
島
を
管
轄

　
徳
之
島
奉
行
か
ら
沖
永
良
部

島
・
与
論
島
を
分
立
し
て
代
官

所
を
設
置

　
大
島
・
喜
界
島
・
徳
之
島
三
島

の
砂
糖
惣
買
入
の
開
始

　
沖
永
良
部
島
の
砂
糖
惣
買
入
の

開
始

　
土
持
政
照
が
与
人
役
に
任
命

　
社
倉
創
立　

　
初
め
て
戸
籍
調
査
が
行
わ
れ
る

　
貨
幣
融
通
開
始

　
代
官
所
（
在
番
所
）
を
廃
し
、

支
庁
を
設
置

初
め
て
の
学
校
設
置

平
民
に
も
名
字
使
用
の
許
可

　
全
島
に
十
七
の
小
学
校
を
設
置
、

女
児
の
就
学
開
始

一
六
〇
九
年

一
六
一
六
年

一
六
九
〇
年

一
八
三
〇
年

一
八
五
三
年

一
八
六
四
年

一
八
七
〇
年

一
八
七
二
年

一
八
七
四
年

一
八
七
五
年

一
八
七
七
年

　
　 沖

永
良
部
島
の
歴
史
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島津斉彬の死後、薩摩藩の実

権を握った人物。西郷に遠島

命令を出すなど、生涯対立す

る関係にあった

沖永良部島の間切横目（警察

の巡査）。母ツルと共に西郷

の世話をして、劣悪な格子牢

から救い出した命の恩人

幕府の海軍操練所頭取、陸軍

総裁として西郷と無血開城の

会談をした。西郷を大きく肚

が据わった男と評価した

郷中教育により心身の

鍛錬に励むが、右腕の

負傷で剣の道を断念。

学問を志して勉学に勤

しみつつ、家の畑仕事

などを手伝う

西郷と同じ郷中で学んだ。

西郷が沖永良部島から召還され

ると、共に倒幕と新政府樹立に

活躍したが、西南戦争では敵対

した

島津斉彬の養女。

1856年（安政 3）13代将軍徳

川家定に嫁ぐ。婚礼の嫁入り

道具を揃えるため、西郷が奔

走した

鹿児島の

下加治屋町に

生まれる

月照と

の入水

召還状が届き

翌年鹿児島へ

帰還

徳之島へ

遠島

沖永良部島へ

の遠島命令　

沖永良部島か

ら赦免され

鹿児島へ帰還

奄美大島に潜居

愛加那との結婚

薩摩藩の郡方

書役助となる

スガと結婚す

るが、すぐに

離婚

薩摩藩11代藩主。

いち早く西郷を評価した人物。

斉彬の死によって西郷は自殺を

考えるほど、大きな存在であった

京都清水寺の僧。

斉彬の死に際し、西郷の自殺

を食い止める。幕府に追われ、

西郷と錦江湾に身投げし死去

奄美大島に潜居中に

愛加那と結婚。菊次郎、

菊草が生まれる。家族

が一緒に暮らせたのは、

わずか２年あまり

21歳で西郷と結婚。

薩摩藩士・有川矢九郎が妻

の従妹であるイトを突然連

れてきて、結婚を承諾させ

たという

明治政府を

去り、鹿児

島へ帰る

鹿児島に

私学校を

設立

西南戦争にて

自決

西郷は朝鮮へ開国を求め

る使節団派遣を主張した

が、大久保利通らに退け

られ、明治政府を去った

勝海舟に弟子入りし、西郷

と出会った。西郷の初対面

の感想を「小さく叩けば小

さく、大きく叩けば大きく

響く人」と語った

薩摩藩出身の書家、儒家。

西郷に漢詩や書を教え、

赦免後は西郷家に同居し

留守役をつとめた

イトと

結婚

薩長同盟

江戸城の

無血開城

一
八
二
七
年

一
八
四
四
年

一
八
五
二
年

一
八
五
八
年

一
八
五
九
年

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
二
年

一
八
六
四
年

一
八
六
五
年

一
八
六
六
年

一
八
六
八
年

一
八
七
三
年

一
八
七
四
年

一
八
七
七
年

奄美大島

滞在2年8カ月滞在 1年6カ月
鹿児島

沖永良部島 徳之島
滞在71日

鹿
児
島

鹿児島

文
政
十
年

0歳16歳24歳30歳31歳34歳36歳37歳38歳40歳45歳46歳49歳 33歳34歳

弘
化
元
年

嘉
永
五
年

安
政
五
年

安
政
六
年

文
久
元
年

文
久
二
年

文
久
二
年

元
治
元
年

慶
応
元
年

慶
応
二
年

明
治
元
年

明
治
六
年

明
治
七
年

明
治
十
年

島津久光土持政照勝海舟

大久保利通

天璋院（篤姫）

島津斉彬

月照菊次郎

イト

坂本龍馬

川口雪篷 愛加那

「
詳
説
西
郷
隆
盛
年
譜
」

年
齢
は
山
田
尚
二
編
の
年
表
に
よ
る



ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

全
国
の
西
郷
像

写真/鹿児島市立美術館近く写真 /公益財団法人荘内南洲神社より提供

徳の交わり

西郷従道
さいごうじゅうどう

三男

西郷小兵衛
さいごうこへえ

四男

西郷吉二郎
さいごうきちじろう

二男

　

西
郷
隆
盛
よ
り
六
歳
下
。幼
名
は
金
次
郎
。

兄
に
代
わ
り
、
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
二
番
隊
監
軍

と
し
て
、
越
後
長
岡
城
の
戦
い
に
参
戦
。

五
十
嵐
川
の
戦
い
で
負
っ
た
傷
に
よ
り
、
一

八
六
八
年
（
慶
応
四
）
三
十
六
歳
で
戦
死
。

　

西
郷
の
十
六
歳
下
。
山
県
有
朋
と
共
に
渡

欧
し
、
帰
国
後
は
兵
部
権
大
丞
と
な
っ
た
。

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）、
台
湾
蕃
地
事
務

都
督
と
な
っ
て
台
湾
出
兵
を
指
揮
。
西
南

戦
争
で
は
大
山
巌
と
共
に
政
府
軍
の
首
脳

を
務
め
た
。
内
閣
制
の
発
足
と
と
も
に
初

の
海
軍
大
臣
に
就
任
す
る
。
一
九
〇
二
年

（
明
治
三
十
五
）
五
十
九
歳
で
死
去
。

　

西
郷
の
二
十
歳
下
、
末
弟
。
十
六
歳
で

御
代
官
所
役
助
と
な
る
。
戊
辰
戦
争
で
は

奥
羽
戦
に
参
戦
し
、
戦
後
は
京
都
や
東
京

で
洋
学
と
漢
学
を
学
び
帰
郷
し
た
。
西
南

戦
争
で
小
一
番
隊
長
を
務
め
た
が
、
熊
本

高
瀬
の
戦
い
で
二
十
九
歳
で
戦
死
。

　

日
本
各
地
、
九
ヶ
所
に
点
在
す
る
西
郷

像
。
恰
幅
の
よ
い
姿
、
愛
犬
つ
ん
を
連
れ

た
姿
、
や
せ
細
っ
た
姿
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
違
う
西
郷
が
見
ら
れ
る
。

西
郷
の
兄
弟

鹿
児
島
県

山
形
県

・
鹿
児
島
市
城
山 

西
郷
隆
盛
洞
窟

・
鹿
児
島
市
上
竜
尾 

西
郷
南
洲
顕
彰
館

・
鹿
児
島
市
武
二
丁
目 

西
郷
屋
敷
跡

・
霧
島
市
溝
辺
町 

西
郷
公
園

・
大
島
郡
和
泊
町 

西
郷
南
洲
記
念
館

・
大
島
郡
和
泊
町 

南
洲
神
社

・
鹿
児
島
市
城
山 

鹿
児
島
市
立
美
術
館

・
酒
田
市
飯
森
山 

南
洲
神
社

・
台
東
区
上
野 

上
野
公
園

東
京
都
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鹿児島

奄美大島

徳之島

沖縄

沖永良部島

鹿児島時代　１８２７年 ～ １８５９年

　

西
郷
は
一
八
二
七
年
（
文
政
十
）

十
二
月
七
日
、
現
在
の
鹿
児
島
市

下
加
治
屋
町
に
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
・
九
郎
隆
盛
、
母
・
マ
サ
の
長

男
で
、
幼
名
は
小
吉
（
こ
き
ち
）。

　

両
親
と
兄
弟
七
人
、
祖
父
母
の

十
一
人
家
族
で
、
生
活
が
苦
し
く
貧

乏
な
下
級
武
士
の
家
で
育
ち
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
両
親
の
畑
の
手
伝

い
な
ど
を
し
て
、
弟
三
人
・
妹
三

人
の
面
倒
を
よ
く
み
る
、
優
し
い

お
兄
さ
ん
で
し
た
。　

　

夜
遅
く
ま
で
針
仕
事
を
す
る
母

親
の
横
で
、
西
郷
は
兄
弟
と
一
緒

に
か
ら
傘
の
竹
の
骨
削
り
を
し
て

家
計
を
助
け
ま
す
。

　

母
は
「
貧
乏
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
、
貧
乏
に
負
け
る
こ

と
が
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
よ
」

と
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

薩
摩
の
国
で
は
「
国
を
守
る
た
め

に
必
要
な
の
は
頑
丈
な
城
で
は
な

く
、
立
派
な
人
間
を
た
く
さ
ん
育
て

る
こ
と
だ
」
と
し
て
、
青
少
年
の
育

成
に
力
を
い
れ
た
郷
中
（
ご
じ
ゅ
う
）

教
育
を
行
い
ま
し
た
。　

郷
中
と
は
、

五
十
軒
程
の
家
が
集
ま
っ
た
区
画
の

こ
と
で
す
。

　

郷
中
の
青
少
年
た
ち
は
、
六
～
九

歳
が
小
稚
児
組
（
こ
ち
ご
ぐ
み
）、

十
～
十
三
歳
が
長
稚
児
組
（
お
せ
ち

ご
ぐ
み
）、
十
四
～
二
十
二
歳
が
二

才
組
（
に
せ
ぐ
み
）
と
分
け
ら
れ
、

年
長
者
が
年
少
者
を
指
導
し
ま
す
。

　

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
や
礼
儀
作
法

に
始
ま
り
、
相
撲
、
旗
取
り
、
水
泳
、

山
登
り
、
馬
追
い
、
剣
道
、
槍
、
示

現
流
な
ど
な
ど
、
そ
れ
は
厳
し
い
鍛

錬
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
教
育
の
お
陰

で
、
下
加
治
屋
の
郷
中
か
ら
は
大
久

　

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
七
月
、
薩
摩
藩
主

の
島
津
斉
彬
が
他
界
し
西
郷
は
自
殺
し
よ
う
と

し
ま
す
が
、
清
水
寺
の
僧･

月
照
の
説
得
に
よ

り
踏
み
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
井
伊
大
老
の
弾
圧
が
薩
摩

に
逃
れ
た
月
照
に
迫
り
、
藩
庁
は
「
日
向
送
り
」

と
い
う
実
質
的
な
死
刑
を
命
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
西
郷
は
、
月
照
一
人
を
死
な

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
共
に
錦
江
湾
に

入
水
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　

十
一
月
の
満
月
の
夜
、
二
人
は
抱
き
合
い
海

へ
身
投
げ
し
ま
し
た
。
西
郷
三
十
歳
、
月
照
四

十
四
歳
の
こ
と
で
す
。
後
に
西
郷
は
蘇
生
、
月

照
は
そ
の
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

西
郷
が
後
追
い
自
殺
し
よ
う
と
す
る
も
の

の
、
斉
彬
の
父･

斉
興
は
「
西
郷
は
将
来
の
日

本
を
背
負
う
男
だ
か
ら
、
絶
対
に
死
な
せ
て
は

い
け
な
い
。
し
ば
ら
く
大
島
に
隠
し
て
お
け
」

と
命
じ
ま
す
。

　

藩
は
幕
府
か
ら
隠
す
た
め
、西
郷
の
名
を
「
菊

池
源
吾
」
と
改
め
、
奄
美
大
島
の
龍
郷
村
へ
潜

ま
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
）
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

が
来
航
。
鎖
国
か
開
港
か
、
日
本
国
中
が
大
騒

ぎ
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
将
軍
徳
川
家
定
の
後
継
ぎ
問

題
が
浮
上
。
斉
彬
ら
諸
大
名
は
徳
川
慶
喜
が
ふ

さ
わ
し
い
と
擁
立
運
動
を
起
こ
し
、
諸
大
名
や

朝
廷
の
人
々
と
の
連
絡
係
と
し
て
活
躍
し
た
の

が
西
郷
で
し
た
。

　

し
か
し
当
時
の
大
老･

井
伊
直
弼
は
、
徳
川

家
茂
を
十
四
代
将
軍
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

日
本
に
不
利
益
の
多
い
日
米
修
好
通
商
条
約
を

結
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
諸
大
名
が
反
発
し
抗

議
す
る
と
、
井
伊
直
弼
は
容
赦
の
な
い
弾
圧

を
始
め
ま
し
た
。

　

幕
府
を
廃
止
し
朝
廷
が
政
治
を
す
る
べ
き

だ
、
と
主
張
し
た
吉
田
松
陰
や
橋
本
左
内
な
ど

は
死
罪
。
さ
ら
に
西
郷
や
清
水
寺
の
月
照
に
も

危
険
が
迫
っ
て
き
た
の
で
す
。

保
利
通
、
吉
井
友
実
、
村
田
新
八
、

大
山
巌
、
東
郷
平
八
郎
な
ど
多

く
の
偉
人
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　　

西
郷
は
十
歳
頃
に
剣
の
道
を

あ
き
ら
め
学
問
で
身
を
た
て
る
決

心
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
他
の
郷

中
の
少
年
に
刀
で
右
腕
を
負
傷
さ

せ
ら
れ
た
の
が
原
因
で
す
。

　

一
八
四
四
年
（
弘
化
元
）、
西
郷
は
十
六
歳

で
郡
方
書
役
助
と
い
う
役
職
に
就
き
ま
し
た
。

農
民
が
納
め
る
米
の
出
来
高
を
見
積
も
っ
て
納

め
さ
せ
る
書
記
係
で
す
。

　

一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
）
島
津
斉
彬
が
薩
摩

藩
主
に
な
り
ま
し
た
。
斉
彬
は
西
郷
の
「
国
を

大
切
に
す
る
に
は
百
姓
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
農
業
は
国
の
本
（
も
と
）」
と
い
う

意
見
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

斉
彬
は
「
西
郷
は
薩
摩
藩
の
将
来
を
担
う
若

者
だ
」
と
期
待
を
寄
せ
、
西
郷
を
庭
方
役
に
任

命
し
江
戸
に
連
れ
て
い
き
ま
す
。
庭
方
役
と
は

藩
主
の
秘
書
係
で
、
重
要
な
お
使
い
を
す
る
仕

事
で
し
た
。

　

庭
方
役
と
な
っ
た
西
郷
は
数
多
く
の
日
本
の

重
要
人
物
と
知
り
合
い
、
国
や
政
治
に
関
す
る

見
聞
を
広
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

一
八
五
二
年（
嘉
永
五
）に
は
結
婚
し
ま
す
が
、

留
守
が
ち
の
た
め
す
ぐ
に
離
縁
し
ま
し
た
。
同

年
に
両
親
が
他
界
し
、
家
長
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
鍛
錬
で
心
身
の
基
礎
を
作
っ
た

郷
中
教
育

斉
彬
の
死
と

月
照
と
の
入
水
自
殺

黒
船
と
後
継
ぎ
問
題
で

大
騒
ぎ
、
安
政
の
大
獄

貧
乏
な
が
ら

家
族
や
兄
弟
思
い
の
優
し
い
少
年

カ
リ
ス
マ
藩
主

島
津
斉
彬
に
見
込
ま
れ
る

下
級
武
士
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
貧
乏
な
が
ら
も
優
し
く
育
っ
た
西
郷
。

ケ
ガ
で
剣
の
道
を
諦
め
学
問
に
邁
進
し
、
や
が
て
島
津
斉
彬
に
見
出
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
斉
彬
の
亡
き
あ
と
、
苦
難
の
道
が
続
き
ま
し
た
。



ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

龍郷滞在時代

　

龍
郷
に
き
て
か
ら
、
西
郷
は
三
度
も
家

を
移
っ
て
い
る
。
一
番
目
は
鹿
児
島
か
ら

の
流
人
の
空
き
家
。
二
番
目
は
龍
郷
の
名

家
、
龍
家
の
本
家
。
三
番
目
は
愛
加
那
、

菊
次
郎
と
暮
ら
し
た
新
居
だ
が
、
住
ん
だ

の
は
た
っ
た
二
ヵ
月
だ
っ
た
。

　

現
在
の
流
謫
跡
の
家
は
、
愛
加
那
の
養

子
・
龍
丑
熊
が
原
型
そ
の
ま
ま
に
再
建
し

た
も
の
で
、
最
初
の
棟
木
は
西
郷
が
築
い

た
当
時
の
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
。

西
郷
が
二
ヵ
月
だ
け
住
ん
だ

「
南
洲
流
謫
跡
」

　

一
八
五
九
年
（
安
政
六
）、
西
郷
が
乗
船

し
た
福
徳
丸
の
と
も
綱
を
結
び
つ
け
た
と

い
わ
れ
る
松
。
松
枯
れ
で
伐
採
さ
れ
た
が
、

そ
の
幹
は
西
郷
と
愛
加
那
の
木
像
と
な
っ

て
、
龍
郷
町
の
「
り
ゅ
う
が
く
館
」
に
飾

ら
れ
て
い
る
。

船
の
と
も
綱
を

結
び
付
け
た
西
郷
松

　

西
郷
と
結
婚
し
授
か
っ
た
菊
次
郎
と
菊

草
は
、
の
ち
に
西
郷
家
に
引
き
取
ら
れ
、

離
れ
離
れ
に
暮
ら
す
。ひ
と
り
島
に
残
り
、

畑
仕
事
や
婦
女
子
へ
の
織
物
指
導
な
ど

を
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
〇
二
年

（
明
治
三
十
五
）
六
十
六
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

愛加那
あいかな

西郷隆盛の島妻

菊次郎
きくじろう

西郷隆盛の息子

菊草
きくそう

西郷の一人娘

　

九
歳
で
鹿
児
島
の
本
家
へ
引
き
取
ら

れ
る
。十
二
歳
で
ア
メ
リ
カ
留
学
し
た
後
、

西
南
戦
争
に
参
戦
し
右
足
膝
下
を
切
断

す
る
。
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）
か

ら
は
外
務
省
に
勤
務
し
、台
北
県
支
庁
長
、

宜
蘭
庁
長
に
赴
任
。
帰
国
後
の
一
九
〇

四
年
（
明
治
三
十
七
）
に
京
都
市
長
と

な
る
。
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）、
六
十

七
歳
で
死
去
。

　

十
四
歳
で
鹿
児
島
の
西
郷
家
に
引
き

取
ら
れ
、
名
を
菊
子
に
改
め
る
。
一
八

八
〇
年
（
明
治
十
三
）
大
山
巌
の
弟
で
西

郷
の
従
弟
で
あ
る
大
山
誠
之
助
と
結
婚
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
四
十
八

歳
で
死
去
。

写真/龍郷町役場より提供

南洲流謫 (るたく)跡の写真

写真/龍郷町役場より提供

西郷松

愛
加
那
と
子
ど
も

08 07

鹿児島

奄美大島

徳之島

沖縄

沖永良部島

奄美大島時代　１８５９年 ～ １８６１年

　

一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
一

月
十
二
日
、
西
郷
は
奄
美
大
島

の
龍
郷
村
に
上
陸
し
ま
し
た
。

名
を
菊
池
源
吾
と
改
め
、
身
を

隠
す
た
め
藩
か
ら
扶
持
米
と
い

う
給
料
を
も
ら
っ
て
の
生
活
の

始
ま
り
で
す
。

　

上
陸
間
も
な
い
頃
、
西
郷
は

島
に
馴
染
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
奄
美
を
は
じ
め
、
南
の

島
々
を
差
別
す
る
政
策
が
と
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
本
土
と

は
違
う
島
の
言
葉
を
理
解
で
き

ず
、
打
ち
解
け
る
の
に
苦
労
し

た
の
で
し
ょ
う
。

　

西
郷
が
書
い
た
当
時
の
手
紙

に
は
、「
け
と
う
人
」「
ハ
ブ
性
」

「
垢
の
化
粧
」
な
ど
、
島
人
を

差
別
す
る
よ
う
な
言
葉
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
の
村
人
た
ち
は
、
驚
く

　

奄
美
大
島
や
徳
之
島
で
大
量
の

砂
糖
き
び
を
作
ら
せ
、
そ
れ
を

安
値
で
買
い
取
り
高
値
で
全
国

に
売
り
さ
ば
い
て
い
た
薩
摩
藩

は
、
大
変
厳
し
く
農
民
た
ち
を

支
配
し
て
、
奴
隷
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
ま
し
た
。

　

砂
糖
き
び
が
不
作
の
年
、
役
人

た
ち
は
難
癖
を
つ
け
て
理
不
尽
な

折
檻
を
お
こ
な
い
、
農
民
を
苦
し

め
て
い
た
の
で
す
。

　

常
々
、
農
民
と
農
業

を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
国
の
発
展
は
な
い

と
考
え
て
い
た
西
郷

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
、
代
官
・
相

良
角
兵
衛
へ
直
訴
し

に
向
か
い
ま
す
。

　

初
め
は
強
気
だ
っ
た

相
良
は
「
殿
様
に
手
紙　

漁
猟
が
大
変
好
き
な
西
郷
は
、
大
島
で
も
小

鳥
を
撃
っ
た
り
、
猪
狩
り
を
し
た
り
、
龍
郷

湾
で
は
釣
り
に
興
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
西
郷
は
、
龍
郷
に
住
む
狩
り
の

名
人
、
宮
勇
気
（
み
や
ゆ
き
）
と
友
人
に
な
っ

て
狩
り
に
同
行
し
、
鉄
砲
う
ち
を
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
追
い
込
ん
だ
獲
物
を
逃
が
し
て

し
ま
い
ま
す
。「
こ
ん
な
に
下
手
な
鉄
砲
う
ち

は
見
た
こ
と
が
な
い
！
」
と
あ
き
れ
さ
せ
ま

し
た
が
、
再
挑
戦
。
二
度
、
三
度
と
挑
戦
す

る
も
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

大
い
に
怒
る
宮
勇
気
に
「
す
ま
ん
、す
ま
ん
」

と
謝
る
西
郷
。
帰
り
道
の
民
家
で
一
頭
の
豚

を
買
い
、
二
人
が
か
り
で
担
い
で
帰
る
と
、

皆
で
豚
汁
に
し
て
愉
し
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
後
、
二
人
は
た
び
た
び
連
れ
立
っ

て
猪
狩
り
に
で
か
け
、
大
物
を
し
と
め
た
と

い
い
ま
す
。

を
書
い
て
現
状
を
知
ら
せ
る
、

そ
う
す
る
と
あ
な
た
の
立
場
も

危
う
く
な
る
」
と
言
わ
れ
た
う

え
、
他
の
役
人
か
ら
も
説
得
さ

れ
、
西
郷
の
意
見
を
聞
き
入
れ

て
謝
罪
し
ま
し
た
。

　

投
獄
さ
れ
た
百
姓
は
許
さ
れ

農
民
へ
の
態
度
も
改
め
ら
れ

て
、
島
民
た
ち
は
「
西
郷
様
の

お
か
げ
」
と
喜
び
ま
し
た
。

村
人
た
ち
と
も
次
第
に
打
ち
解
け
、
子
供
に

学
問
を
教
え
た
り
、
米
を
分
け
与
え
た
り
、

穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
西
郷
。

　

村
一
番
の
名
家
で
あ
る
龍
家
屋
敷
で
龍
佐

民
に
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

彼
が
分
家
の
娘
で
あ
る
愛
加
那
（
あ
い
か
な
）

と
の
縁
談
を
持
ち
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
西
郷
は
三
十
一

歳
で
二
度
目
の
、
愛
加
那
は
二
十
三
歳
で
初

の
結
婚
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
一
月
に
は
、
長

男
の
菊
次
郎
が
誕
生
。
二
人
目
の
子
（
菊
草
）

を
身
ご
も
り
今
の
家
で
は
手
狭
に
な
る
か
ら

と
、
十
一
月
、
集
落
の
中
に
新
居
を
構
え
家

族
で
移
り
住
み
ま
す
。

　

穏
や
か
で
平
和
な
島
暮
ら
し
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
た
引
っ
越
し
の
翌
日
。
新
築

転
居
祝
い
の
最
中
に
、
藩
か
ら
の
召
喚
命

令
が
届
き
ま
し
た
。

　

島
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
愛
加

那
は
、
鹿
児
島
に
つ
い
て
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
幼
い
菊
次
郎
と
、
も
う
す
ぐ
生

ま
れ
る
娘
・
菊
草
と
共
に
、
島
に
残
る
し

か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
二
年
八
ヵ
月
を
と
も
に
過
ご
し
た
愛

加
那
と
の
お
別
れ
に
際
し
、
西
郷
は
水
田

一
反
、
畑
一
反
を
買
い
与
え
ま
し
た
。

　

西
郷
は
島
に
三
年
滞
在
し
た
こ
と
か
ら
、

名
前
を
大
島
三
右
衛
門
と
改
め
、
一
八
六

二
年
（
文
久
二
）
鹿
児
島
へ
と
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

村
人
た
ち
と
も
次
第
に
打
ち
解
け
、
子
供
に

学
問
を
教
え
た
り
、
米
を
分
け
与
え
た
り
、

穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
西
郷
。

　

村
一
番
の
名
家
で
あ
る
龍
家
屋
敷
で
龍
佐

民
に
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

彼
が
分
家
の
娘
で
あ
る
愛
加
那
（
あ
い
か
な
）

と
の
縁
談
を
持
ち
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
西
郷
は
三
十
一

歳
で
二
度
目
の
、
愛
加
那
は
二
十
三
歳
で
初

の
結
婚
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
一
月
に
は
、
長

男
の
菊
次
郎
が
誕
生
。
二
人
目
の
子
（
菊
草
）

を
身
ご
も
り
今
の
家
で
は
手
狭
に
な
る
か
ら

と
、
十
一
月
、
集
落
の
中
に
新
居
を
構
え
家

族
で
移
り
住
み
ま
す
。

　

穏
や
か
で
平
和
な
島
暮
ら
し
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
た
引
っ
越
し
の
翌
日
。
新
築

転
居
祝
い
の
最
中
に
、
藩
か
ら
の
召
喚
命

令
が
届
き
ま
し
た
。

　

島
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
愛
加

那
は
、
鹿
児
島
に
つ
い
て
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
幼
い
菊
次
郎
と
、
も
う
す
ぐ
生

ま
れ
る
娘
・
菊
草
と
共
に
、
島
に
残
る
し

か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
二
年
八
ヵ
月
を
と
も
に
過
ご
し
た
愛

加
那
と
の
お
別
れ
に
際
し
、
西
郷
は
水
田

一
反
、
畑
一
反
を
買
い
与
え
ま
し
た
。

　

西
郷
は
島
に
三
年
滞
在
し
た
こ
と
か
ら
、

名
前
を
大
島
三
右
衛
門
と
改
め
、
一
八
六

二
年
（
文
久
二
）
鹿
児
島
へ
と
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

ほ
ど
背
が
高
く
巨
体
の
西
郷
に

圧
倒
さ
れ
、
遠
巻
き
に
眺
め
ま

し
た
。
ま
た
、
西
郷
が
松
の
木

に
向
か
っ
て
刀
を
打
ち
振
る
示

現
流
の
稽
古
が
異
様
に
映
り
、

「
大
和
の
フ
リ
ム
ン
（
島
の
方

言
で
馬
鹿
者
）」
と
呼
ん
で
近

づ
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
が
敬
遠

し
あ
っ
て
い
た
の
で
す
。

苦
し
め
ら
れ
る
農
民

救
済
へ
と
立
ち
上
が
る
西
郷

名
人
を
あ
き
れ
さ
せ
た

狩
り
で
の
大
失
敗

改
名
し
龍
郷
上
陸

馴
染
め
ぬ
島
の
生
活

愛
加
那
・
菊
次
郎
と
過
ご
す

愛
し
の
日
々

月
照
と
の
入
水
自
殺
か
ら
蘇
生
し
た
西
郷
。
心
機
一
転
、
奄
美
大
島
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
こ
そ
孤
立
す
る
も
の
の
、
次
第
に
島
で
の
暮
ら
し
に
安
ら

ぎ
を
覚
え
、
愛
加
那
を
妻
に
し
て
家
庭
を
築
き
ま
す
。



ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

　

非
業
な
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
西
郷
。

愛
し
い
妻
子
と
泣
き
別
れ
た
悲
哀
は
、

護
送
の
た
め
移
っ
た
井
之
川
港
ま
で

続
い
た
。
そ
の
傷
心
を
い
や
し
た
の

は
地
元
役
人
の
親
切
な
対
応
と
、
松

の
大
木
だ
っ
た
。

　

沖
永
良
部
島
に
護
送
さ
れ
る
ま
で

の
十
七
日
間
、
間
切
横
目
奥
山
宅
に

身
を
寄
せ
た
西
郷
は
、
築
山
の
松
の

根
に
腰
か
け
、
村
人
に
「
役
人
は
自

ら
を
正
し
て
村
人
を
指
導
し
、
百
姓

は
怠
け
ず
一
生
懸
命
働
い
て
く
だ
さ

い
。
私
は
鹿
児
島
に
帰
れ
た
ら
み
な

さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

西
郷
は
、
か
ね
が
ね
砂
糖
政
策
の

厳
し
い
収
奪
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
改
善
を
藩
庁
に
働

き
か
け
よ
う
と
、
心
密
か
に
決
意
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

仲
為
の
養
子
。
西
郷
の
赦
免
後
、
鹿

児
島
へ
渡
っ
て
西
郷
家
に
寄
宿
し
、
川

口
雪
篷
か
ら
指
導
を
受
け
る
。

　

西
郷
の
上
京
に
同
伴
す
る
が
疱
瘡
に

か
か
り
、
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
二

十
一
歳
で
死
去
。

　

西
郷
は
仲
祐
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
、

翌
年
に
は
墓
石
を
建
立
。
永
代
供
養
費

と
し
て
、
寺
納
金
千
疋
を
奉
納
し
た
。

※

千
疋…

現
代
の
お
金
に
し
て
二
五
〇

万
円
位
と
推
定
さ
れ
る

　

沖
永
良
部
島
へ
向
か
う
船
の
中
、
西

郷
は
帯
刀
を
外
さ
れ
宝
徳
丸
の
牢
に
入

れ
ら
れ
た
。
途
中
、
護
送
に
あ
た
っ
て

い
た
禎
用
喜
な
ど
役
人
が
、
船
牢
か
ら

出
て
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
勧
め
た
。
し
か
し

西
郷
は
君
命
だ
か
ら
と
聞
き
入
れ
ず
、

一
人
黙
想
を
続
け
、
船
牢
か
ら
一
歩
も

出
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

同
日
の
夕
刻
に
伊
延
港
に
着
い
た
が

牢
が
完
成
す
る
ま
で
の
二
日
間
、
船
牢

の
中
で
過
ご
し
、一
八
六
二
年
（
文
久
二
）

閏
八
月
十
六
日
に
上
陸
し
て
和
泊
の
格

子
牢
に
入
っ
た
。

沖
永
良
部
島
へ
の
護
送

船
牢
か
ら
一
歩
も
出
ず

井
之
川
の
松
の
下
で

島
民
を
励
ま
す

仲祐
なかゆう

西郷隆盛の教え子 西郷の腰かけ松
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鹿児島

奄美大島

徳之島

沖縄

沖永良部島

徳之島時代　１８６２年

徳之島の滞在地

井之川

岡前

湾屋
（7日間滞在）

（17日間滞在）

（47日間滞在）

亀津

伊仙

　

一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
七
月
初
旬
、

徳
之
島
の
湾
屋
港
に
到
着
。
西
郷
三
十
四

歳
の
と
き
で
す
。

　

岡
前
村
に
落
ち
着
い
た
西
郷
で
す
が
、

当
時
島
の
青
年
た
ち
の
間
で
は
「
力
石
」

と
呼
ば
れ
る
石
を
持
ち
上
げ
る
力
試
し
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
石
は
約
七
十
二
キ
ロ
、
小
さ
い

石
は
五
十
キ
ロ
ほ
ど
の
重
さ
で
す
。

　

ど
ん
な
力
自
慢
も
胸
当
た
り
ま
で
持
ち

　

間
切
横
目
の
仲
為
（
な
か
た
め
）
が
初

め
て
西
郷
に
接
し
た
と
き
、
西
郷
の
風
貌

や
言
葉
遣
い
な
ど
か
ら
、
た
だ
者
で
は
な

い
非
凡
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

仲
為
が
西
郷
に
「
自
分
の
居
所
で
あ
る

岡
前
村
に
転
居
し
、
子
供
の
教
育
に
当
た
っ

て
欲
し
い
」
と
願
い
出
る
と
、
気
さ
く
で

謙
虚
な
人
柄
の
仲
為
に
惹
か
れ
、
西
郷
は

そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
ま
し
た
。

　

仲
為
は
、
十
七
歳
の
息
子
（
養
子
）
仲

祐
（
な
か
ゆ
う
）
と
そ
の
弟
五
郎
を
西
郷

の
も
と
に
連
れ
て
ゆ
き
、
水
汲
み
炊
事
や

雑
役
を
さ
せ
、
時
間
の
空
い
た
時
に
は
学

問
を
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
計
ら
い
ま
す
。

仲
為
自
身
も
、
徳
之
島
滞
在
中
は
色
々
と

西
郷
の
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

　

西
郷
が
沖
永
良
部
島
か
ら
赦
免
さ
れ
て

帰
国
す
る
と
、
仲
祐
は
西
郷
を
慕
っ
て
学

問
修
行
の
た
め
上
国
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
六
日
、
奄
美
大
島
か
ら
愛
す
る
家

族
、
愛
加
那
と
菊
次
郎
、
そ
し
て
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
菊
草
が
徳
之
島
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

西
郷
は
久
々
の
再
会
を
心
か
ら
喜
び
、
家
族
で

過
ご
せ
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
ま
す
。

　

し
か
し
楽
し
い
時
間
も
束
の
間
。
夕
方
に
は
、

代
官
付
役
の
中
原
万
兵
衛
が
藩
か
ら
の
命
令
書

を
届
け
に
来
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
西
郷
を
沖
永
良
部
島
に
島
流
し
に

す
る
。
島
に
着
い
た
ら
、
昼
夜
番
人
を
つ
け
た

囲
い
の
中
に
入
れ
ろ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

親
子
水
入
ら
ず
の
楽
し
い
時
間
に
届
け
ら
れ

た
非
情
な
通
達
。
鹿
児
島
か
ら
五
七
〇
キ
ロ
離

れ
た
沖
永
良
部
島
へ
流
さ
れ
る
の
は
、
当
時
死

罪
に
次
ぐ
重
い
罪
で
し
た
。

　

西
郷
は
中
原
に
「
切
腹
の
命
令
だ
と
覚
悟
し

て
い
た
た
め
、
命
だ
け
は
助
け
て
く
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
家
族
と
の
別
れ
の
時
。
西
郷
は
愛

加
那
に
「
子
供
二
人
を
丈
夫
に
育
て
て
く
れ
」

と
告
げ
、
子
供
ら
に
は
「
元
気
で
大
き
く
な
る

ん
だ
よ
。
さ
ぁ
お
別
れ
だ
！
」
と
言
っ
て
抱
き

か
か
え
、
頬
ず
り
を
し
ま
し
た
。

　

突
然
の
悲
運
に
愛
加
那
は
泣
き
崩
れ
、
た
っ

た
二
日
間
だ
け
の
家
族
の
時
間
は
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

翌
二
十
七
日
に
は
準
備
を
済
ま
せ
、
二
十
八

日
早
朝
、
七
十
人
あ
ま
り
の
村
人
た
ち
が
西
郷

の
荷
物
を
運
ん
で
井
之
川
港
に
同
行
。

　

一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
閏
八
月
十
四
日
、

西
郷
は
徳
之
島
の
井
之
川
港
を
出
帆
し
ま
し
た
。

　

西
郷
が
奄
美
大
島
か
ら
鹿
児
島
へ
帰
っ
て
き

た
こ
ろ
、
薩
摩
藩
主
忠
義
の
父
・
島
津
久
光
は
、

江
戸
に
の
ぼ
り
武
力
で
「
公
武
合
体
」
を
迫
ろ

う
と
も
く
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

西
郷
は
「
田
舎
者
の
あ
な
た
に
は
無
理
だ
」

と
反
対
し
ま
す
が
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
。
正
論
を

拒
ま
れ
た
の
で
、
指
宿
に
療
養
へ
出
か
け
ま
す
。

　

指
宿
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
へ
、
大
久
保

利
通
が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
「
全
国
に
尊
王
派

の
友
人
を
持
つ
あ
な
た
が
久
光
様
の
案
内
を

務
め
、
京
都
や
江
戸
に
の
ぼ
っ
て
ほ
し
い
」
と

久
光
と
の
仲
を
仲
裁
し
た
の
で
す
。
西
郷
は

国
の
状
況
や
大
久
保
の
立
場
を
考
え
、
上
京

を
決
意
し
ま
す
。

　

命
令
通
り
、
一
足
先
に
下
関
で
久
光
が
来
る

の
を
待
つ
つ
も
り
で
い
た
西
郷
は
、
思
い
も
よ

ら
な
い
現
状
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
に
集
ま
っ
て
い
る
攘
夷
派
の
志
士
た
ち

が
、
京
都
に
到
着
し
た
久
光
を
大
将
に
し
て
、

幕
府
を
倒
す
戦
い
を
は
じ
め
る
準
備
を
し
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。

　

西
郷
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
薩
摩
は
幕
府

に
潰
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
と
、
独
断
で
下
関
を
出

発
し
、
大
阪
に
向
か
い
ま
す
。

　

下
関
で
待
っ
て
い
る
は
ず
の
西
郷
の
姿
が
な

く
、
久
光
は
命
令
に
背
い
た
と
し
て
激
怒
し
て
、

遠
島
を
命
じ
ま
し
た
。　

　

鹿
児
島
に
帰
還
し
て
わ
ず
か
四
ヵ
月
あ
ま
り
の

西
郷
は
、
再
び
南
の
島
へ
と
流
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

上
げ
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
中
、
大
き
な
石

を
頭
の
上
ま
で
持
ち
上
げ
た
西
郷
。

　

「
先
生
は
村
一
番
の
力
持
ち
じ
ゃ
！
」
と
、

村
中
に
噂
が
広
が
り
ま
し
た
。

大
石
を
持
ち
上
げ

村
一
番
の
力
持
ち
と
な
る

後
々
ま
で
交
流
の
続
く

仲
為
・
仲
祐
と
の
出
会
い

た
っ
た
二
日
間
の
家
族
の
再
会

そ
し
て
遠
島
命
令

わ
ず
か
四
ヵ
月
の
鹿
児
島

再
び
の
遠
島
命
令

奄
美
大
島
で
の
家
族
水
入
ら
ず
の
生
活
か
ら
一
転
、
鹿
児
島
に
帰
っ
た
西
郷
。

本
土
で
の
新
し
い
人
生
が
始
ま
る
か
と
思
い
き
や
、
島
津
久
光
の
逆
鱗
に
触
れ
、

今
度
は
徳
之
島
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



　

西
郷
が
格
子
牢
に
入
っ
て
い
る
間
、
朝

に
炊
い
た
飯
が
三
度
の
食
事
だ
っ
た
。
昼

と
夜
に
は
飯
に
湯
を
か
け
、
飯
を
ふ
や
か

し
て
食
べ
て
い
た
よ
う
だ
。
飯
以
外
の
食

べ
物
は
、
塩
と
わ
ず
か
な
漬
物
の
み
。

西
郷
は
「
御
馳
走
を
食
べ
て
死
ん
だ
人
間

の
顔
は
醜
く
、
粗
食
で
死
ん
だ
人
間
は
死

に
顔
が
き
れ
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な

ら
ば
私
は
き
れ
い
に
死
に
た
い
」
と
言
っ

て
政
照
の
持
っ
て
き
た
御
馳
走
を
断
っ
て

い
た
と
い
う
。

ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

格
子
牢
で
の
食
事
と

西
郷
の
思
い

　

当
時
の
島
民
は
、
植
物
の
芭
蕉
か
ら

取
る
糸
で
織
っ
た
「
芭
蕉
衣
」
を
着
た
。

女
性
は
丈
が
長
く
、
男
性
は
短
か
か
っ

た
が
、
男
性
で
も
島
役
は
丈
が
長
か
っ

た
。
島
役
や
女
性
は
木
綿
衣
も
着
て
い

た
と
い
う
。

島
民
た
ち
の
服
装

　

和
泊
方
の
間
切
横
目
（
警
察
の
巡
査

の
よ
う
な
役
）
を
勤
め
る
。
西
郷
の
た

め
に
座
敷
牢
を
作
り
命
を
救
っ
た
。
西

郷
に
見
込
ま
れ
、
様
々
な
教
え
を
受
け

る
。
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）「
社
倉

趣
意
書
」
を
も
と
に
、
互
助
組
織
を
設

立
し
た
。
一
九
〇
二
年（
明
治
三
十
五
）、

六
十
九
歳
で
死
去
。

写真 /公益財団法人荘内南洲神社より提供写真 /西郷南洲記念館敷地内（沖永良部島）

湯通しの穴が開けられた茶碗当時の様子を再現した格子牢
写真/和泊町歴史民俗資料館所蔵

土持政照
つちもちまさてる

西郷隆盛の恩人
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鹿児島

奄美大島

徳之島

沖縄

沖永良部島

沖永良部島時代 １８６２年 ～ １８６４年

　

一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
閏
八
月
十
四
日
朝
、

西
郷
を
乗
せ
た
船
は
徳
之
島
を
出
帆
。
そ
の
日

の
夕
方
、
沖
永
良
部
島
の
伊
延
港
に
到
着
、
十

六
日
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

迎
え
に
き
た
代
官
に
馬
に
乗
る
よ
う
勧
め
ら

れ
た
西
郷
で
す
が
「
も
う
い
つ
土
を
踏
め
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
ど
う
か
歩
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
、
歩
い
て
牢
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
死
罪
に
も
値
し
た
沖
永
良
部
島
へ
の
遠

島
命
令
を
受
け
、
西
郷
は
長
期
の
囚
人
生
活
を

覚
悟
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

格
子
牢
で
の
苦
境
に
耐
え
、
座
敷
牢
で
の
新

し
い
生
活
を
始
め
た
西
郷
は
、「
今
生
き
て
い

る
の
は
土
持
政
照
の
お
か
げ
だ
。
立
派
な
人
間

で
あ
る
政
照
と
義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、
共
に

世
の
た
め
国
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
罪
人
で
あ
る
自
分
が
義
兄
弟
を
願

い
出
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
政
照
や
政
照

の
母
ツ
ル
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
迷
い

や
不
安
が
消
え
ま
せ
ん
。

　

一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
三
月
の
末
、
意
を

決
し
た
西
郷
は
「
酒
と
肴
を
用
意
し
て
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
牢
に
来
て
ほ
し
い
」
と
、
政
照

に
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
を
打
ち
明

け
ま
す
。「
罪
人
で
あ
る
私
が
こ
ん
な
お
願
い

を
し
て
よ
い
も
の
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思

い
切
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。
政
照
さ
ん
と
お
母

さ
ん
の
親
切
は
、
私
に
は
他
人
の
よ
う
に
思
え

ま
せ
ん
。
ど
う
か
私
と
政
照
さ
ん
に
、
兄
弟
の

約
束
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」。

　

政
照
親
子
は
大
変
喜
び
ま
し
た
。
そ
し
て
西

郷
は
ツ
ル
と
「
今
日
か
ら
こ
の
西
郷
を
本
当
の

子
供
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
杯
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

次
に
「
政
照
さ
ん
、
つ
ま
ら
な
い
男
で
す
が
、

私
が
年
上
な
の
で
兄
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
っ

て
杯
を
政
照
に
も
さ
し
た
の
で
す
。
政
照
親
子

は
、「
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
感

謝
し
ま
し
た
。

　

西
郷
は
こ
の
心
境
を
漢
詩
に
作
り
、
政
照
と

ツ
ル
は
島
唄
で
返
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

西
郷
が
入
れ
ら
れ
た
牢
は
、
四
畳
半
ほ
ど

の
広
さ
。
戸
や
壁
は
な
く
、
吹
き
っ
さ
ら
し

の
格
子
牢
で
し
た
。

　

昼
間
、
西
郷
の
体
に
は
容
赦
な
く
太
陽

が
照
り
付
け
大
量
の
蚊
が
た
か
り
ま
す
。

十
月
～
十
二
月
と
も
な
る
と
、
南
国
の
沖

永
良
部
島
も
冷
た
い
北
風
が
吹
き
気
温
が

下
が
り
ま
し
た
。

　

台
風
が
上
陸
す
れ
ば
雨
風
や
砂
が
直
撃
し
、

皮
膚
に
血
が
に
じ
む
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
西
郷

は
座
禅
を
組
み
、
瞑
想
を
続
け
ま
し
た
。

　

汗
と
あ
か
で
ひ
ど
い
臭
気
を
放
つ
着
物
。

お
ま
け
に
便
所
が
牢
内
に
あ
る
た
め
ハ
エ
が

た
か
り
、
牢
生
活
は
劣
悪
な
環
境
で
し
た
。

ま
た
食
事
も
粗
末
な
も
の
で
す
。

　

日
を
追
う
ご
と
に
痩
せ
衰
え
て
ゆ
く
姿
に
、

政
照
は
西
郷
の
命
の
危
機
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
代
官
に
「
命
令
書
に
は“

囲
い
に

入
れ
よ”

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
囲
い
と
い

う
の
は
、
家
の
中
に
作
っ
た
座
敷
牢
の
こ
と

で
す
。
新
し
い
座
敷
牢
を
作
る
の
を
許
し
て

く
だ
さ
い
」
と
進
言
し
ま
す
。

　

代
官
は
政
照
の
機
転
の
利
い
た
提
案
に

賛
同
し
、
さ
っ
そ
く
新
し
い
座
敷
牢
作
り

を
許
可
し
た
の
で
す
。

　

西
郷
は
「
牢
屋
で
死
ぬ
の
か
と
思
っ
た
が
、

あ
な
た
の
お
か
げ
で
命
拾
い
し
ま
し
た
」
と

泣
き
な
が
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

　

あ
え
て
ゆ
っ
く
り
建
て
さ
せ
た
座
敷
牢
は
、

約
二
十
日
で
完
成
。
建
築
中
、
西
郷
は
政

照
の
家
で
徐
々
に
体
調
を
回
復
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

西
郷
が
入
れ
ら
れ
た
牢
は
、
四
畳
半
ほ
ど

の
広
さ
。
戸
や
壁
は
な
く
、
吹
き
っ
さ
ら
し

の
格
子
牢
で
し
た
。

　

昼
間
、
西
郷
の
体
に
は
容
赦
な
く
太
陽

が
照
り
付
け
大
量
の
蚊
が
た
か
り
ま
す
。

十
月
～
十
二
月
と
も
な
る
と
、
南
国
の
沖

永
良
部
島
も
冷
た
い
北
風
が
吹
き
気
温
が

下
が
り
ま
し
た
。

　

台
風
が
上
陸
す
れ
ば
雨
風
や
砂
が
直
撃
し
、

皮
膚
に
血
が
に
じ
む
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
西
郷

は
座
禅
を
組
み
、
瞑
想
を
続
け
ま
し
た
。

　

汗
と
あ
か
で
ひ
ど
い
臭
気
を
放
つ
着
物
。

お
ま
け
に
便
所
が
牢
内
に
あ
る
た
め
ハ
エ
が

た
か
り
、
牢
生
活
は
劣
悪
な
環
境
で
し
た
。

ま
た
食
事
も
粗
末
な
も
の
で
す
。

　

日
を
追
う
ご
と
に
痩
せ
衰
え
て
ゆ
く
姿
に
、

政
照
は
西
郷
の
命
の
危
機
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
代
官
に
「
命
令
書
に
は
〝
囲
い
に

入
れ
よ
〟
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
囲
い
と
い

う
の
は
、
家
の
中
に
作
っ
た
座
敷
牢
の
こ
と

で
す
。
新
し
い
座
敷
牢
を
作
る
の
を
許
し
て

く
だ
さ
い
」
と
進
言
し
ま
す
。

　

代
官
は
政
照
の
機
転
の
利
い
た
提
案
に

賛
同
し
、
さ
っ
そ
く
新
し
い
座
敷
牢
作
り

を
許
可
し
た
の
で
す
。

　

西
郷
は
「
牢
屋
で
死
ぬ
の
か
と
思
っ
た
が
、

あ
な
た
の
お
か
げ
で
命
拾
い
し
ま
し
た
」
と

泣
き
な
が
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

　

あ
え
て
ゆ
っ
く
り
建
て
さ
せ
た
座
敷
牢
は
、

約
二
十
日
で
完
成
。
建
築
中
、
西
郷
は
政

照
の
家
で
徐
々
に
体
調
を
回
復
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
す
。

死
罪
に
値
す
る
遠
島
命
令

覚
悟
の
上
陸

恩
人
・
土
持
政
照
と
交
わ
す

義
兄
弟
の
契
り

過
酷
な
野
ざ
ら
し
牢
と

極
限
か
ら
の
生
還

過
酷
な
格
子
牢
で
生
死
の
淵
に
立
た
さ
れ
、
極
限
状
態
に
な
り
な
が
ら
、
新
た
な
思
想

の
境
地
へ
と
辿
り
着
い
た
西
郷
。
そ
の
命
を
助
け
た
土
持
政
照
と
の
出
会
い
は
、
後
の

日
本
の
歴
史
を
左
右
す
る
出
来
事
で
し
た
。



ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

　

報
恩
丸
の
船
の
種
類
、
マ
ー
ラ
ン
船

は
「
馬
艦
船
」
と
書
き
、
全
長
約
十
六

～
二
十
メ
ー
ト
ル
、
船
速
約
十
五
キ
ロ

／
時
と
推
測
さ
れ
る
。
船
の
名
付
け
を

頼
ま
れ
た
西
郷
は
、
島
民
の
人
々
の
恩

義
に
報
い
る
た
め
の
船
と
し
て
、「
報
恩

丸
」
と
命
名
し
た
。

写真/「大西郷遺墨集」より複写

蘇廷良に送った漢詩

写真/西郷南洲記念館（沖永良部島）

報恩丸の模型

　

台
風
の
通
り
道
に
あ
た
る
島
の
家
屋

は
、
屋
敷
林
で
囲
ま
れ
て
い
た
。
屋
敷

に
は
藁
葺
き
の
ウ
ム
テ
ィ
（
表
）
と
ト
ー

グ
ラ
（
台
所
）
の
二
棟
の
住
居
と
、
高

倉
が
あ
っ
た
。
湿
気
の
多
い
島
で
は
こ

の
高
倉
に
籾
を
保
存
し
た
。
高
倉
は
富

の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

島
の
家
屋

そていりょう

和泊方の与人

　

西
郷
の
牢
屋
か
ら
川
を
挟
ん
で
五
百

メ
ー
ト
ル
の
地
に
住
ん
で
い
た
与
人
。
一

八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
に
は
、
和
泊
、

和
地
区
の
戸
長
（
町
長
）
と
な
っ
た
。

　

西
郷
が
初
め
て
書
に
「
南
洲
」
と
い
う

号
を
使
っ
た
の
が
、
蘇
廷
良
へ
送
っ
た
漢

詩
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

漢
詩
の
内
容
は
「
麗
し
い
色
の
秋
茄
子

は
一
段
と
す
ば
ら
し
く
、
か
つ
て
の
お
い

し
い
味
を
先
生
の
お
陰
で
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
さ
に
厚
情
の
深
さ
を
見
る
思
い

で
あ
る
」
と
い
う
も
の
。

【
謝
貞
郷
先
醒
恵
茄
子
】

麗
色
秋
茄
一
段
奇

依
然
芳
味
倚
君
知

正
要
見
厚
情
深
処

添
賜
佳
声
最
悦
嬉

　

報
恩
丸
の
模
型

（
西
郷
南
洲
記
念
館
所
蔵
）写真/知名町住吉

高倉
蘇廷良
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一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
七
月
、
薩
英
戦
争

が
勃
発
。
二
ヵ
月
後
、
そ
の
噂
が
西
郷
の
耳
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
が
襲
来
し
て
戦
争
が
起

こ
り
、
街
が
焼
き
払
わ
れ
た
。
薩
摩
軍
は
大
量

の
戦
死
者
を
出
し
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

西
郷
は
、
島
を
抜
け
れ
ば
死
刑
に
な
る
が
、

こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
に
島
に
い
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
覚
悟
を
決
め
、
す
ぐ
に
鹿
児
島
に
上
る

決
意
を
し
ま
し
た
。

　

政
照
に
胸
中
を
打
ち
明
け
る
と
、
す
ぐ
に
賛

同
し
同
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
鹿

児
島
に
行
く
た
め
の
船
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
政
照
は
下
男
と
下
女
を
奉
公
替
え
し
て
、
そ

の
お
金
で
船
を
作
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

政
照
は
代
官
役
所
に
て
官
有
林
の
払
い
下
げ

を
願
い
出
て
許
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
船
作
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
、「
報
恩
丸
」
と
名
付
け
ら
れ
た
マ
ー

ラ
ン
船
が
完
成
。
天
気
が
良
く
な
る
の
を
待
っ

て
い
た
時
、
鹿
児
島
か
ら
の
情
報
が
入
り
ま
す
。

　

薩
摩
軍
の
砲
撃
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊

は
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
二
人
は

肩
を
抱
き
合
い
喜
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
薩
英
戦
争
の
お
見
舞
い
の
た
め
、

役
人
の
操
坦
栽
が
報
恩
丸
で
鹿
児
島
へ
上
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。　

　

西
郷
は
藩
主
宛
に
「
薩
英
戦
争
や
ぺ
リ
ー
の

沖
縄
来
訪
か
ら
考
え
、
沖
永
良
部
島
に
も
大
砲

を
備
え
て
く
だ
さ
い
」
と
手
紙
を
書
い
て
坦
栽

に
持
た
せ
ま
し
た
。

　

西
郷
に
相
撲
を
取
り
た
い
と
頼
ま
れ
た
政

照
が
、
沖
永
良
部
島
で
一
番
の
相
撲
取
り
と

い
わ
れ
る
、
璞
潤
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
三

番
の
取
り
組
み
は
、
す
べ
て
西
郷
の
圧
勝
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
す
。

　

次
に
連
れ
て
き
た
の
は
三
五
郎
と
い
う
付

役
の
家
来
。
も
と
は
宮
相
撲
の
大
関
だ
っ
た

と
、
力
自
慢
の
男
で
し
た
が
、
二
番
共
に
西

郷
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
晩
、
三
五
郎
の
主
人
は
「
彼
は
力
自

慢
ば
か
り
で
主
人
の
言
い
つ
け
を
聞
か
ず
、

友
人
を
い
じ
め
て
困
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
少

し
は
懲
り
る
は
ず
だ
。
あ
り
が
と
う
」
と
西

郷
に
礼
を
言
い
ま
し
た
。

　

徳
之
島
に
渡
る
時
、
西
郷
は
「
四
書
五

経
」
や
「
韓
非
子
」
を
は
じ
め
、
多
く
の

本
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
ら
の
書
籍
を
沖
永

良
部
島
へ
も
運
ん
で
倉
庫
に
保
管
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

座
敷
牢
に
移
る
と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
本

を
読
み
勉
強
を
重
ね
ま
す
。
持
ち
込
ん
だ

本
だ
け
で
は
足
り
ず
、
た
く
さ
ん
の
蔵
書

を
持
つ
操
（
み
さ
お
）
家
の
本
を
借
り
、

勉
学
に
励
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

す
っ
か
り
健
康
な
体
に
回
復
し
た
西
郷

は
、
政
照
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
、
島
の

子
供
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
塾
長
は
、
操
家
の
十
六
歳
の

息
子
・
坦
勁
（
た
ん
け
い
）
で
す
。

　

坦
勁
と
共
に
学
ぶ
西
郷
の
弟
子
は
増
え

て
ゆ
き
、最
終
的
に
は
二
十
名
ほ
ど
と
な
り
、

朝
か
ら
昼
ま
で
は
素
読
の
指
導
、
夜
は
講

釈
（
講
義
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
西
郷
は
弟
子
の
坦
勁
に
問
い

か
け
ま
す
。「
家
族
が
仲
良
く
笑
顔
で
暮
ら

す
た
め
に
は
ど
す
れ
ば
い
い
か
」。

　

坦
勁
は
「
君
に
忠
義
、
親
に
孝
行
、
夫

婦
仲
む
つ
ま
じ
く
、
兄
弟
仲
良
く
、
互
い

に
助
け
合
う
五
倫
五
常
の
道
を
行
え
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

書
物
か
ら
抜
き
出
し
た
よ
う
な
回
答
に
、

生
き
た
学
問
を
教
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
た
西
郷
は
、
次
の
よ
う
に
教
え
ま
す
。

　

「
そ
れ
は
大
事
な
道
だ
が
、
一
番
大
切
な

の
は
欲
を
離
れ
る
こ
と
だ
。
美
味
し
い
食

べ
物
は
家
族
で
分
け
合
い
、
よ
い
着
物
を

作
る
の
は
年
上
か
ら
順
に
、
自
分
の
は
最

後
に
す
る
こ
と
。
こ
う
す
れ
ば
仲
良
く
楽

し
い
家
庭
に
な
る
」。

　

こ
の
よ
う
な
教
え
を
受
け
、
弟
子
た
ち

は
ま
す
ま
す
西
郷
を
尊
敬
し
、
慕
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

国
の
窮
地
を
救
う
た
め

決
死
の
想
い
で
作
っ
た
報
恩
丸

力
自
慢
を
投
げ
飛
ば
し

圧
勝
の
相
撲

牢
の
中
か
ら
、
少
年
た
ち
に

学
問
を
教
え
る



60%

儒家、書家

　

薩
摩
藩
の
儒
家
、
書
家
。
陽
明
学
を
学

び
、
薩
摩
藩
に
仕
え
た
。
父
と
兄
が
罪
に

問
わ
れ
、
そ
の
連
座
制
に
よ
っ
て
一
家
離

散
、
沖
永
良
部
島
に
遠
島
さ
れ
る
。
雪
篷

本
人
は
「
公
の
本
を
無
断
で
質
に
入
れ
、

そ
の
金
で
酒
を
買
い
島
流
し
に
あ
っ
た
」

と
西
郷
に
語
っ
て
い
る
。

　

島
で
は
子
供
た
ち
に
学
問
を
教
え
、
西

郷
に
書
と
漢
詩
を
教
え
た
。
鹿
児
島
に

帰
っ
て
か
ら
は
西
郷
家
の
留
守
居
役
を
務

め
た
。
ま
た
、
西
郷
家
の
子
供
た
ち
の
教

育
に
も
あ
た
っ
た
と
い
う
。
一
八
九
〇
年

（
明
治
二
十
三
）
七
十
一
歳
で
死
去
。

ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

　

西
郷
が
沖
永
良
部
島
に
遠
島
に
な
っ
て

い
た
当
時
、
島
に
は
百
人
近
く
の
遠
島
人

が
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

お
の
お
の
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
自
給

自
足
の
生
活
を
送
る
か
、
学
問
の
で
き
る

も
の
は
先
生
と
し
て
子
供
た
ち
に
勉
強
を

教
え
る
な
ど
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。

　

し
か
し
西
郷
は
牢
に
入
れ
ら
れ
、
外
出

は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
特
に
最
初
の
格
子

牢
の
過
酷
さ
は
、
死
罪
に
も
等
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。

 

当
時
の
遠
島
事
情

川口雪篷
かわぐちせっぽう
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川
口
雪
篷
は
陽
明
学
を
学
ん
だ
と
い
い
、
詩
や
書

の
達
人
で
も
あ
り
ま
す
。
西
郷
が
沖
永
良
部
島
に
来

る
前
に
遠
島
さ
れ
て
西
原
村
に
住
み
、
村
の
少
年
た

ち
に
学
問
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
雪
篷
は
西
原
で
出
会
っ
た
政
照
に
西
郷

に
自
分
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
頼
み
ま
す
。
政
照

が
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
西
郷
は
喜
ん
で
快
諾

し
ま
し
た
。

　

西
郷
と
雪
篷
は
同
じ
薩
摩
弁
で
意
気
投
合
し
、
そ

れ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
牢
屋
を
訪
ね
て
来
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

西
郷
は
雪
篷
か
ら
書
を
教
わ
っ
た
り
、
漢
詩
を
添

削
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

雪
篷
は
座
敷
の
外
で
昼
寝
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
た
め
、
西
郷
は
「
睡
眠
先
生
」
と
名
づ
け
ま
す
。

し
か
し
、
酒
に
酔
っ
て
の
昼
寝
が
多
か
っ
た
の
で
「
酔

眠
先
生
」
と
改
め
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
夕
方
遅
く
に
訪
ね
て
き
た
雪
篷
に
遅
く

な
っ
た
理
由
を
尋
ね
る
と
「
朝
早
く
西
原
を
出
た
も

の
の
、
な
ぜ
か
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て

も
牢
が
み
つ
か
ら
な
い
の
で
、
野
原
に
寝
転
ん
で
昼

寝
を
し
た
。
目
が
覚
め
る
と
陽
が
傾
き
始
め
た
こ
ろ

で
、
近
く
の
お
百
姓
さ
ん
に
聞
い
て
よ
う
や
く
辿
り

着
い
た
」
と
言
う
の
で
す
。

　

話
を
聞
い
た
西
郷
は
大
笑
い
し
、
今
度
は
「
迂
闊

先
生
」
と
呼
び
名
を
改
め
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

雪
篷
は
「
名
前
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ほ
う
が
便
利
で

よ
ろ
し
い
！
」
と
大
笑
い
。

　

こ
ん
な
風
に
二
人
は
冗
談
を
言
い
合
っ
て
大
い
に

笑
っ
た
り
、
国
難
を
論
じ
た
り
、
腹
を
割
っ
て
話
せ

る
親
友
と
な
っ
た
の
で
す
。

朝
蒙
恩
遇
夕
焚

阬
人
生
浮
沈

似
明
晦
縦
不
回
光
葵
向
日
若
無

開
運
意
推
誠
洛
陽
知
己
皆

鬼
為
南
嶼
俘
囚
独
窃
生
生
死

何
疑
天
附
与
願
留
魂
魄
護

皇
城

<大意 >

朝にもてはやされたと思うと、夕には生き埋めになる。

人生は昼と夜がめぐるようなもの。

たとえ光が差さなくても葵の花は太陽に向かう。

もし運が開かずこのまま囚われの身となったままでも、

心だけは忠誠の一つで押し通すつもりでいる。

都で親しく交わっていた勤王の同士たちは皆処刑され、

南の小島で牢の中にいる自分一人だけが生き残った。

生も死も共に天の与えるもので、人間の力の及ぶもの

ではないが、願わくば命はなくなっても、魂だけはこ

の世に残し留めて、いつまでも皇居をまもりたいもの

である。

（西郷南洲記念館展示パネルより引用）

<大意 >

雨が斜めに吹き付ける風と一緒になり、バショウの葉を

叩き破りホトトギスが血を吐くような声で、無実の罪を

訴えているかのように、やかましく鳴いている。

こういうもの寂しい夜、離騒の賦を吟じよむと、南の小

島に流されてる悲しい想いが百倍も加わる。

（西郷南洲記念館展示パネルより引用）

※離騒……楚国の政治家・屈原の代表作。屈原は、内政・外政に活躍す

るも、冤罪により王に追放され汨羅(べきら・中国の川 )に身を投じた。

雨

帯

斜

風

叩

敗

紗

子

規

啼

血

訴

冤

譁

今

宵

吟

誦

離

騒

賦

南

竄

愁

懐

百

倍

加

西郷は生涯で 200首以上の漢詩を作ったと言われています。そのうちの20首程は沖永良部島で作られました。

西郷の詩はとても叙情的。現代に生きる私たちが読んでも、思わず胸が熱くなるような、豊かな感性に心を打た

れます。そんな西郷が牢内で作詩したと伝えられる漢詩二篇と、政照に贈った漢詩一篇をご紹介しましょう。　

　

<大意 >

別れは夢のようであり、また雲の上にいるようであって

現実とは思えない。

立ち去ろうとは思うが離れがたく、戻って来ては涙がと

めどもなく流れてくる。

獄中で受けた君の情け深い恩義には、感謝の言葉が見つ

からない。鹿児島に帰ると遠く海を隔ててしまうが、身

が痩せるほど君を思う気持ちが強くなるであろう。

（1846年（元治元）2月 11日、政照に送った別離の漢詩）

別

離

如

夢

又

如

雲

欲

去

還

来

涙

泫
沄
獄

裡

仁

恩

謝

無

語

遠

凌

波

浪

痩

思

君

写真/山田尚二編

 新版「西郷隆盛漢詩集」より複写

写真/山田尚二編

 新版「西郷隆盛漢詩集」より複写

写真/土持綱義著

「流謫之南洲翁」より複写

偶成

獄中有感

留別政照子 漢
詩
や
書
の
師

川
口
雪
篷
と
の
出
会
い

胸中を赤裸々に綴る 西郷の漢詩



写真/和泊町南洲顕彰会発行

『えらぶの西郷さん』より複写

島富に与えた帯

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
活
躍
し

た
薩
摩
藩
士
。
年
少
の
頃
よ
り
西
郷
に
兄

事
。
西
郷
が
沖
永
良
部
島
に
遠
島
に
な
る

の
と
同
時
に
、
喜
界
島
に
遠
島
に
な
る
。

　

赦
免
後
も
西
郷
を
助
け
、
戊
辰
戦
争
で

は
薩
摩
軍
の
軍
監
と
し
て
軍
功
を
あ
げ
る
。

一
八
七
二
年
（
明
治
四
）
に
宮
内
大
丞
と

な
り
、
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
加
わ
っ
て
米

欧
を
巡
遊
し
た
。

　

帰
国
後
は
鹿
児
島
に
て
桐
野
利
秋
、
篠

原
国
幹
ら
と
私
学
校
を
設
立
。
西
南
戦
争

で
は
薩
摩
軍
の
二
番
大
隊
長
と
な
り
各
所

で
奮
戦
し
た
。
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）

城
山
で
戦
死
。
享
年
四
十
歳
。

　

勝
海
舟
に
は
「
大
久
保
利
通
に
亜
ぐ
傑

物
な
り
。
惜
哉
、
雄
志
を
齎
し
て
非
命
に

斃
れ
た
る
こ
と
を
」
と
評
さ
れ
た
と
い
う
。

　

猪
が
い
な
い
た
め
、
猪
肉
を
食
べ
る
習

慣
が
な
か
っ
た
沖
永
良
部
島
。
猪
肉
が
好

き
だ
っ
た
西
郷
は
、
奄
美
大
島
か
ら
塩
漬

け
の
猪
肉
が
贈
ら
れ
て
き
た
の
で
、
島
役

や
詰
役
に
も
分
け
て
珍
し
い
猪
肉
を
賞
味

し
た
と
い
う
。

ひ
と
く
ち
知
識

ひ
と
く
ち
知
識

沖
永
良
部
島
に
い
な
い

猪
肉
を
食
べ
る

　

船
が
出
航
す
る
直
前
、
鹿
児
島
言
葉
を

話
せ
る
青
年
と
し
て
、
獄
中
の
西
郷
の
世

話
を
し
て
い
た
島
富
が
駆
け
付
け
た
。
沖

に
向
か
っ
て
い
た
西
郷
の
小
舟
は
そ
れ
に

気
付
き
浜
へ
引
き
返
す
。
西
郷
は
島
富
に

最
後
に
会
え
た
喜
び
を
伝
え
、
形
見
に
身

に
着
け
て
い
た
肌
着
を
帯
で
巻
い
て
投
げ

与
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

島
富
へ
の
贈
り
物

　

西
郷
は
女
性
に
も
非

常
に
モ
テ
る
男
だ
っ
た

よ
う
だ
。

　

当
時
、
島
の
女
性
た

ち
は
好
き
な
男
性
に

「
手
拭
」
を
贈
る
の
が

慣
わ
し
だ
っ
た
。
そ
ん

な
手
拭
を
西
郷
は
手
紙

と
共
に
祖
母
に
へ
送
っ

て
い
る
。

　

手
拭
は
芭
蕉
糸
で
一

枚
一
枚
手
作
業
で
織
っ

て
作
ら
れ
て
お
り
、
西

郷
は
こ
れ
を
正
月
の
お

祝
儀
に
複
数
枚
、
も

ら
っ
て
い
た
と
い
う
。

モ
テ
モ
テ
の
西
郷

写
真/

和
泊
町
歴
史
民
俗

資
料
館
所
蔵

レ
プ
リ
カ
撮
影

手
拭
と
一
緒
に

祖
母
へ
送
っ
た
手
紙

むらたしんぱち

西郷の弟分

村田新八

18 17

　

西
郷
が
沖
永
良
部
島
に
流
さ
れ
て
い
る
間
に
、

世
の
中
は
激
動
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
国
内
で
は

天
皇
中
心
の
世
に
し
た
い
「
尊
王
」、
徳
川
幕
府
を

補
佐
す
る
「
佐
幕
」
と
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
て
争
い
、

外
国
の
国
々
は
隙
あ
ら
ば
乱
れ
た
日
本
を
植
民
地

に
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
薩
摩
の
実
権
を
握
り
、
西
郷
を
遠
島
に
し

た
島
津
久
光
で
す
が
、
藩
内
か
ら
湧
き
お
こ
る
「
西

郷
を
呼
び
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
無
視
で

き
な
く
な
り
、
つ
い
に
西
郷
を
赦
免
し
た
の
で
す
。

　

西
郷
は
沖
永
良
部
島
を
離
れ
る
に
あ
た
り
政
照

の
母
へ
桐
の
火
鉢
を
、
政
照
に
は
イ
カ
餌
木
や
、

先
の
藩
主
島
津
斉
彬
か
ら
も
ら
っ
た
縞
ち
り
め
ん

の
合
わ
せ
羽
織
な
ど
を
形
見
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

長
浜
沖
に
停
泊
し
て
い
る
船
「
胡
蝶
丸
」
か
ら

浜
辺
に
着
い
た
小
舟
に
は
、
弟
の
西
郷
従
道
と
幼

馴
染
で
あ
る
吉
井
友
実
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

西
郷
は
、
喜
界
島
に
流
さ
れ
た
村
田
新
八
も
当

然
一
緒
に
帰
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
赦
免
さ

れ
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
「
俺
よ
り
罪
の
軽
い
村

田
が
後
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
責
任
は
俺
が
持

つ
か
ら
船
を
喜
界
に
回
せ
」
と
決
断
し
ま
す
。

　

当
初
一
週
間
ほ
ど
島
に
滞
在
す
る
予
定
で
し
た

が
、
石
炭
が
不
足
し
た
た
め
そ
の
日
の
う
ち
に
出

発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

夜
中
の
午
前
一
時
、
西
郷
を
乗
せ
た
胡
蝶
丸
は
、

沖
永
良
部
島
を
後
に
し
た
の
で
す
。

　
「
政
照
は
若
い
が
、
将
来
き
っ
と
島
を
背
負
う

男
に
な
る
」
そ
う
考
え
て
い
た
西
郷
は
、
彼

に
役
人
の
心
得
を
教
え
て
お
け
ば
、
必
ず
や

島
民
を
幸
せ
に
導
く
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

人
民
の
幸
不
幸
は
役
人
の
良
し
悪
し

に
よ
っ
て
決
ま
る
。

よ
い
役
人
と
は…

…

百
姓
を
か
わ
い
が
り
、
百
姓
の
喜
び

を
自
分
の
喜
び
と
考
え
、
百
姓
の
不

幸
せ
は
自
分
の
不
幸
せ
と
考
え
て
仕

事
す
る
役
人

自
分
の
た
め
に
欲
を
持
た
な
い
役
人

代
官
の
命
令
で
も
、
ま
ず
百
姓
の
た

め
に
な
る
か
考
え
、
百
姓
を
い
た
め

る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
役
人

・・・・・・

　

毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
襲
い
、
干
ば
つ

な
ど
も
繰
り
返
さ
れ
る
沖
永
良
部
島
は
、

い
つ
大
飢
饉
に
陥
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
西
郷
は
、「
社
倉
趣
意
書
」
を
政
照

に
授
け
ま
し
た
。

　

政
照
は
こ
の
教
え
を
守
り
、
他
の
与
人

と
も
相
談
し
て
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）

に
沖
永
良
部
社
倉
を
作
り
ま
す
。

　

社
倉
は
、
飢
饉
の
際
に
人
々
を
助
け
る

だ
け
な
く
、
そ
の
利
益
で
困
窮
し
て
い
る
人

を
助
け
、
病
院
を
建
て
、
鹿
児
島
に
留
学

生
を
送
る
な
ど
大
き
な
働
き
を
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
西
郷
は
、
木
を
削
り
イ
カ
餌
木

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
カ
餌
木
と
は
、

甘
木
で
魚
形
を
作
り
、
そ
の
し
っ
ぽ
に
針

を
付
け
た
も
の
。
海
に
投
げ
て
舟
で
ひ
く

と
、
イ
カ
が
釣
れ
る
と
い
う
疑
似
餌
で
す
。

　

数
日
後
、
政
照
が
西
郷
を
訪
ね
る
と
「
ゆ

う
べ
神
様
か
ら
、
座
敷
牢
の
中
に
座
っ
て

大
イ
カ
を
釣
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ

た
！
」
と
、
二
杯
の
大
イ
カ
を
前
に
笑
っ

て
い
ま
す
。

　

不
信
に
思
っ
た
政
照
が
誰
か
ら
も
ら
っ

た
の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
実
は
、
徳
之
島

に
流
さ
れ
た
時
の
船
員
が
、
昨
日
あ
い
さ

つ
に
き
た
。
私
が
作
っ
た
イ
カ
餌
木
を
見

て
『
ぜ
ひ
貸
し
て
く
だ
さ
い
、
い
っ
ぱ
い

釣
っ
て
差
し
上
げ
ま
す
』
と
言
っ
た
ん
だ
。

だ
か
ら
こ
れ
は
、
ゆ
う
べ
彼
が
釣
っ
た

も
の
だ
。

　

し
か
し
、
あ
の
上
等
な
イ
カ
餌
木
を
そ

の
ま
ま
持
ち
帰
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
不
届

き
な
男
だ
」
と
笑
う
西
郷
で
し
た
。

与
人
役
大
体
（
村
長
の
心
得
）

警
察
官
は
罪
人
を
罰
す
る
よ
り
も

罪
人
が
出
な
い
よ
う
に
人
民
を
指

導
せ
よ

よ
い
行
い
を
し
た
も
の
は
大
勢
の

前
で
表
彰
し
、
病
気
の
者
や
不
幸

な
者
が
い
た
と
き
は
、
こ
れ
を
い

た
わ
り
助
け
る
こ
と
が
大
事

横
目
役
大
体
（
警
察
官
の
心
得
）

・・・

豊
年
の
と
き
に
は
、
み
ん
な
で
米
や

粟
や
麦
な
ど
を
高
倉
に
た
く
わ
え
る

飢
饉
の
と
き
に
は
、
み
ん
な
に
配
給

す
る

心
を
ひ
と
つ
に
、
力
を
合
わ
せ
て
あ

た
る
こ
と
が
大
事

社
倉
趣
意
書
（
非
常
時
に
対
す
る
備
え
）

つ
い
に
許
さ
れ
、
鹿
児
島
へ
帰
還

政
照
に
島
の
未
来
を
託
し

与
人
役
大
体
を
授
け
る

飢
饉
に
備
え
る
互
助
制
度

社
倉
法

牢
屋
に
い
な
が
ら

大
イ
カ
を
釣
る
方
法
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